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可能なテクノロジー

害等に耐性の植物作出につながる。アレルゲン性の解明は、低アレルゲン性食
糧開発に貢献する。

将来性 　植物糖鎖に関する研究成果は、植物育種、医薬などの分野へと発展
していくと考えられる。

課　題 　糖鎖修飾遺伝子の更なる解析と変異株の表現型との関連性について
未知な点が多い。植物糖鎖はアレルゲン性が示唆されているが、きちんとした
研究がない。10年以内に実現可能である。
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現　状 　モデル植物ArabidopsisのN-結合型糖鎖修飾酵素については、遺伝子
の同定と機能解析は終了した。しかし、コメを含むその他の重要作物に関して
は研究が遅れている。また、糖鎖修飾が果たす植物細胞内の生理学的機能など
は未知である。アレルゲン性が示唆されているが、詳細な研究がない。

インパクト　植物糖鎖の細胞壁合成に及ぼす影響は非常に複雑である。多くは細
胞内輸送中の糖鎖修飾と到達した細胞壁での機能発現とに関連付けられる。糖
鎖変異により局在異常の影響を受けるタンパク質を同定するなどの研究への展
開が見込まれる。アレルギー性の解明に寄与できる。

基礎研究 　植物糖鎖の生合成に関する基礎的知見は、細胞壁合成、免疫・生体
防御、細胞内・細胞間輸送の解明に役立つ。

応用性 　植物医薬の生産が活発化することが予想され、糖鎖改変した医薬タ
ンパク質生産へ応用できる。また、細胞内・細胞間輸送の解明は、より効率的
な医薬タンパク質生産へと発展できる。細胞壁合成への展開は、バイオマス生
産のための植物細胞壁合成の制御へと発展できる。免疫・生体防御は、より病


